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  ほとんどすべての人のための《神様学》入門


  ◎神様について、こんなことでお困りの方に


  １神様とつきあっておいたほうが何かといいような気がするが、初心者なので、どうしたらいいかわからない。


  ２神様とつきあいたいのはヤマヤマだが、どうも怪しい宗教が多くて、信用できない。


  ３すでにつきあっている神様がいるが、最近いろいろ金品を要求されて困っている。


  ４自分の信じている神様のすばらしさをいろいろな人に伝えたいが、なぜか人々が耳を傾けてくれない。


  これらの悩みは神様についての悩みの中でも、低レベルな悩みなので、恋愛という人間的な現象になぞらえて解くことができます。


  １は、恋愛に憧れる小、中学生状態なので、まず基礎からじっくり勉強しましょう。それには本書を読むのが正解です。


  ２は、異性恐怖症気味です。それも無理のないご時世ですが、少しずつ楽しい交際をはじめてみましょう。それには本書を読むのが正解です。


  ３は、いったらアレですけど、女がヒモに貢いでいる状態です。いったん悪い男にひっかかると、なかなか抜け出れないものですが、冷静に自分を見つめる必要があります。それには本書を読むのが正解です。


  ４は、恋愛で言うならおノロケです。しかし、恋愛のおノロケとは違って相手を救ってやろうという思い上がった意識があるので、鼻つまみ度百倍です。ここまで読んではっと思い当った人は、本書を読むのが正解です。


  この本は宗教のようなものかもしれませんが、この本の定価以外一切お金はとりません。他に商品もないし、お布施もありません。活動もしません。組織もありません。偶像も聖地も寺院も神社もありません。そういう意味で、とても簡単です。あなたは一冊の本の読者であれば、簡単に神様とつきあえるのです。


  １　あなたは神を信じますか？


  「絶対信じない」


  という人はこの本は向かないかもしれません。


  「よくわからない」、「半信半疑」、「なんとなく居るような気がする」


  という人はこの本向きです。


  「絶対信じる」


  という人は、この本を読むと神様とのつきあい方が安易すぎて怒ってしまうかもしれません。


  ２　簡単につきあえる神様の見分け方は？


  いくつかの要素があります。


  １共存共栄である。


  　他の宗教の神様や教義も平気で認めて争わない神様であること。なにしろなんでもありなので、宗教戦争なんか起こしません。


  ２偶像崇拝がない。


  　いっさい形あるものを崇拝しません。神様を形で表現しないので、お金や手間がかかりません。


  ３多神教である。


  　一神教は、なぜか戒律が厳しいことが多いです。多神教なら、競争原理が働きます。あまり厳しい神様なら別のところへ行けばいいですからね。神様もチョイスの時代です。


  ４不干渉、放任主義である。


  　人類がどんなにバカなことをしても、円盤に乗って飛んできたり、ああせい、こうせいと干渉してきません。


  ３　では、具体的にどんな神様？


  神様には具体性がありません。


  でも、それではつまらないので、本書では一人の神様を呼び出してみました。あまり厳しい神様はイヤなので大らかで気楽な神様にしました。


  そんない気楽な神様とはどんな神様かって？


  そこらへんはこの本を読んであなたも神さんと知り合ってください。


  神様とのアポイントメント


  本文に入る前に読んでおいてほしいこと


  　この本は一連の神様へのインタビューで成り立っている。ここでごく簡単に、著者の村松がどのように神様とのインタビューに成功したかを書こうと思う（簡単に、というのは、読者が関心あるのは僕自身についてではなく神様についてだろうと思うからだ。しかし、いかにして両者が接触するに至ったかも、人によってはおおいに気になることだろう）。


  　僕が神様や、オカルトや、神秘主義や、その他の精神世界的領域に興味を持ったのは、もうかれこれ二十年も前になる。雑誌の特集を組むためだった。それで先日亡くなってしまったＭさんという人に、その世界についてくわしくガイダンスをうけたのである。


  　僕の両親は立派な無神論者であり、一切の信仰を持たなかった。そういう家庭に育ったので、僕にとって初めて開けた神様のいる世界は広大で新鮮であり、当時むさぼるように読んだ本は何もかも衝撃的であった。


  　神様の世界には、人間にとって最大のミステリーがあり、未知の冒険があり、驚くべき逆説や、疑わしい仮説や、動かすべからざる真理や、愚か者を陥れるトリックや、複雑精緻な不可視のシステムがあり、超人に向かう人間の可能性があり、摩訶不思議な行法の数々があった。聞いたこともないような偉人、奇人、怪人、巨人たちの遺した教えや書物が、あちらにもこちらにも、ごろごろところがっていた。


  　この未知の世界に入っていくのは、じつに心愉しいアドベンチャーであった。僕はそれなりに社会人としての生活を営みながら、二十年ほども密かにヒマを見つけては、この秘密の花園で遊んでいたのである。


  　しかし、その年月をもって僕の知識を広いとも深いとも自慢する気はない。僕は熱心な求道者であったとはいえない。この世界にはいくらでもディープで博識な人たちがいる。


  　むしろ、僕の知識は狭く浅い、といったほうがいいだろう。


  　しかし、一つだけ僕が自信を持って言えるのは、僕には知的な興味を満たすためだけに、あるいは一面的な感情の満足のために、これらの本を読み進むことはできなかった、ということである。僕には心から納得しないと本を読み進められないという欠点があって、この欠点を抱えたまま、神秘的な書物の世界に入っていった。


  　腑に落ちない、という言葉がある。腑というのは、内臓の中でも、胃の腑、肺腑というように、中が空洞になっている臓器を言う。ここに落ちていかない本というのは信用できない。つまり、僕は陣の内部に本に書かれた内容がぽとんと落ちていかない限り、その本を読み進めることはできなかったのである。


  　腑に落ちたり、目からウロコがぽろぽろと落ちたりする体験なしには、僕は何ごともそこから読みとれなかった。


  　本とは別に何人か神様的な世界の人との出会いもあった。弟子入りすることはなかったが、そういう人たちの流儀や作法をじっさいに見ることは、ときに何冊の本を読むより、ずっと直接的で有意義であった。


  　というわけで、神様はゆっくりと時間をかけて、いわば僕の血肉に浸透したのである。


  　一度水だしコーヒーというのを見たことがある。冷たい水をぽたりぽたりとコーヒーの粉の中にゆっくりとたらし、一日かかってたった一杯のコーヒーを出すのだという。


  　僕と神様の接近も、そういう非常にゆっくりとしたものだった。


  　僕は二十年かかってやっと準備を整えた。


  　準備さえ整えば、神様はやってくる。神様の携帯電話が何番とか、どこの喫茶店で待ち合わせをしたか、どのメーカーのテープレコーダーで録音したのか、というようなことは重要ではあるまい。


  　問題は僕の神様が、僕が準備できたのをみすましてやってきた、ということだ。そして、めんどくさいふりをしながら、じつは昨今の乱脈な神様事情に一言言いたがっていたということだ。


  　宗教やオカルトまがいのセミナー、そいうものが事件を引き起こしては世間の指弾を浴びる。そして、ともすると、それは神様の世界のことだからオカシイと思われがちである。しかし、だいたいそれらの集団は神様の世界の基準から見てもオカシイのである。


  　そういうけしからん事件を入口にして神様の世界を色眼鏡で見られたのでは、神様としてもたまったものではないだろう。それは詐欺事件を切り口にして経済全体を考察するようなもので、本質の一面を鋭く現したものではあっても、全体を公正に見たとはとても言えない。


  　というわけで、僕がインタビューを申し込んだ時期はとてもタイムリーであったようだ。あるいは、このインタビュー自体も神様の仕組んだことかもしれない、と最近僕は疑っている。


  　なお、最初に一つお断りしておくことがある。


  　神様の言葉は、人間の言葉と違うし、いつもクリアではない。ときどき受信状態の悪いラジオで外国語を聞くようにしか聞き取れないときがあって、そういう場合に、やむをえず、きっとこう言ったに違いないと僕が言葉をおぎなった箇所がある。


  　もし、この本に間違った内容が書かれていたら、それは神様の責任ではなく、聞き取った僕の責任である。


  　神様については間違った概念を持つくらいなら、何も持たないほうがいい。神様について考えることは精神の冒険である。皆さんもこの本に書かれている内容が本当に自分の腑におちるかどうか、ゆっくりとたしかめながら読み進めていただきたい。
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